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制作・発行：㈱BSO 支援企画部 

TEL：(06)6351-5836 

情報てんこもりは、弊社の協働活動（受託事業・企画事業・出版事業）のタイムリーな情報をいち早く多くの方々に知っていただく

為に発信しております。（お問い合わせはｓｈｉｅｎｋｉｋａｋｕ＠ｂｓｏ．ｃｏ．ｊｐまで） 

詳しい記事やその他の情報は、ＢＳＯのホームページ http://www.bso.co.jp へ 

～ タイムリーな情報を、いち早く皆様にお知らせします ～ 

◆ベトナム学生の日本夏期講座 

 これからの日本企業は、労働力・人材・人財を確保し

育て使う事ができるところしか存続・発展出来ません。 

この課題への取り組みは、日本国内だけでは解決するの

は難しく、ベトナム企業とタイアップして、国際人財育

成派遣事業として取り組んでいきます。その一環でもあ

り、今後の留学生受け入れ、学校設立等の前提として７

月にベトナムの学生を対象に日本での夏期講座を開催

します。関西の学校にご協力頂ける予定です。この夏期

講座では、関西の学校で実施された短期留学プログラム

の中で、大好評だったクラブ活動（バスケ、剣道、柔道）

体験、カルタ大会、書道体験等のプログラムを取り入れ

たいと考えています。この取組みをスタートさせ、サマ

ープログラム（短期留学）への参加につなげていきます。 

 

 

 

 

 

◆新事業開発研究会～シリーズ第３回～ 
５月１７日、新事業開発研究会第２回が開催されました。 

要望と傾向を捉える：「売る」ことを重視するのではなく、「買って

もらう」、誰がどんなところで欲しがっているのか、それがどのよ

うな傾向にあるのかも捉える必要があります。 

ビジネスはニーズで取組む：シーズは「ビジネスの種」、ニーズは

「お客さんの欲しいもの（を持っている）」ですが、基本はニーズ

をいかにして察知し、欲しいものを創っていくか、ということです。

シーズは広告宣伝や営業のパワーが必要になり大変です。 

●ビジネスモデル概要 

災害対策用品沖縄備蓄基地（オイルキャッチャー） 

・カクイ（鹿児島）のオイルキャッチャーの備蓄基地は現在千葉に

ある為、災害時、一度にトラック数十台で運ぶには交通便が悪い 

・東南海地震などで発生するオイルタンクの破損で油が流出した場

合の災害対策は高知に１件のみ 

・災害時に対応できることを考えたら、沖縄がベスト 

・政府管轄で管理して貰うことを目的にしている 

透析ホテル 

・透析をしている人は時間がとられ、働ける人が少ない 

・寝ている間に透析ができれば、昼間は働くことができ、通常の人

と同じように時間が使えるし、旅行もできる 

・透析患者の出張者は透析ホテルに宿泊すれば、通常に出張できる 

・すぐに対応してくれる医療体制が各地にあれば、誰しもが動きや

すい→その流れをつくる 

再生機械ビジネス 

・ベトナム（東南アジア）では日本の中古機械が欲しい 

・日本側はアフターサービス補償が出来ないため嫌がるが、ベトナ

ム側は補償がなくても良い 

・ベトナムでは中古機械は輸入禁止だが、入れる方法あり（合法的） 

三世代社会づくり 

・ＢＳＯが昔から提唱しているビジネス 

・祖父、祖母から孫の代まで一緒に楽しく過ごせる社会づくり 

 

≪募集中≫ 

「新事業開発研究会」は単発でも、半年間でも、グループでも参加

は可能です。毎回２～３のビジネスモデルを紹介し、エンドレスで

開講していく予定ですが、半年単位で区切りをつけていきます。 

≪６月度≫ 

日 時：２０１６年６月７日（火）１４：００～１７：００ 

場 所：ＢＳＯ大阪 

◆ビューティワールド２０１６ 
ベトナムで「美点マッサージ」の普及を始めた㈱レ

イ・ビューティ・ヘルス研究所（本社：東京）が今年も

東京ビッグサイトで開催されたビューティワールドに

出展されました。今回は出展１０周年とあって、商品販

売、個人レッスンの販促を強化し、過去最高の売り上げ

を上げることができたそうです。ベトナムでも今後の展

開が期待されます。 

 

 

◆秋開催『霧研』募集しています 
 霧研（経営幹部候補研修）の秋スタートの募集を行っ

ております。４月メンバーと一緒に取組みます。ご興味

のある方はＢＳＯまでお問合せください。 

＊開催場所：大阪・東京・高松・鹿児島 

＊期  間：2016.10月～2017.9月（１年間） 

＊開催方式：1泊2日15:00～翌11:00 

＊対 象 者：新時代を担う経営幹部候補生、中核人財 

＊年３～４回合同開催を予定 

 

 


